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調査対象は栄養学科を 2010年 3月から 2015年 3月に卒業した 236名（1～6期生）とした。名寄市立大学









 2015年 9月までに回収された調査票は 54、回収率は 24.4％であった。回答者の属性は、2009年度卒業（1
期生）9名、2010年度卒業（2期生）12名、2011年度卒業（3期生）6名、2012年度卒業（4期生）11名、
2013年度卒業（5期生）6名、2014年度卒業（6期生）10名、男性 2名、女性 47名、性別無記入 5名、平均
年齢は 25.2歳（22～28歳）であった。 
調査時の有職者は 51名であり、このうち栄養士職 41名、事務職や販売職などの他職種 9名、自営 1名で


































































 専門教育科目 n=54 4.0 n=51 4.3
 一般教育科目 n=54 3.7            n=51 3.5
 連携科目 n=54 3.7 n=51 3.6


























 つぎに就職動向を整理する。回答者 54名のうち卒業後に就職した者は 51名であり、就職外とした 3名は
自営 1名、未就職 1名、無回答 1名であった。ここ 
では就職者 51名のうち雇用条件が未記入であった 
1名を除いた 50名を分析対象とする。 






人数 割合(%) 理        由











 国家試験受験に対する支援 3 5.6 ・大学としての国家試験対策の体制が確立していなかった
・国試の前の卒業式
・国家試験対策の模擬試験の回数が多く、復習が追いつかなかったこと




 実験・実習施設の充実 1 1.9 ・もっと実習したかった








 アルバイト n=54 4.3 n=53 4.8
 専門的な知識の習得 n=53 3.9 n=52 4.4
 交友関係を広げること n=54 3.8 n=52 4.3
 就職活動 n=54 3.8 n=53 3.9
 幅広い教養の習得 n=54 3.7 n=52 4.0
 サークル活動 n=54 3.2 n=51 3.5
 地域での活動 n=54 2.8 n=51 3.6






人数 ％ 人数 ％
栄養士職 41 82.0 41 （21） 82.0
正規雇用 31 62.0 37 （20） 74.0
非正規雇用 10 20.0 4   (  1) 8.0
他職種 9 18.0 6 (  5) 12.0
正規雇用 8 16.0 5  (  5) 10.0
非正規雇用 1 2.0 1  (  0) 2.0
退職 － － 3 (  0) 6.0

















































人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
研修・引き継ぎ
新人研修 19 61.3 0 0.0 6 75.0 0 0.0
前任者との引き継ぎ 22 71.0 2 20.0 5 62.5 0 0.0
上司の指導 12 38.7 4 40.0 5 62.5 0 0.0
同職種の先輩の指導 12 38.7 6 60.0 3 37.5 1 100.0
指導者
上司 14 45.2 3 30.0 7 87.5 0 0.0
職場のベテランの先輩 16 51.6 2 20.0 5 62.5 0 0.0
職場の年齢が近い先輩 14 45.2 7 70.0 3 37.5 0 0.0
組織の指導係 3 9.7 8 80.0 2 25.0 0 0.0
その他 3 9.7 2 20.0 0 0.0 1 100.0
相談者
上司 6 19.4 3 30.0 6 75.0 0 0.0
職場のベテランの先輩 9 29.0 2 20.0 3 37.5 0 0.0
職場の年齢が近い先輩 12 38.7 3 30.0 4 50.0 0 0.0
組織の指導係 2 6.5 0 0.0 1 12.5 0 0.0
大学の先輩 2 6.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0
大学の友達 12 38.7 2 20.0 0 0.0 0 0.0
いなかった 2 6.5 3 30.0 0 0.0 1 100.0
その他 9 29.0 3 30.0 1 12.5 0 0.0
研修会など
   組織主催の研修会・勉強会 21 67.7 8 80.0 5 62.5 1 100.0
   栄養士会などの研修会 14 45.2 3 30.0 0 0.0 0 0.0
   必要なかった 0 0.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0
   仕事のために参加できなかった 3 9.7 1 10.0 1 12.5 0 0.0
その他 3 9.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0




正規雇用 n=31 非正規雇用 n=10 正規雇用 n=8 非正規雇用 n=1
栄養士職 医療機関 5名 （1名）






他職種 公務職 4名 （2名）







名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第 1号（通巻 35号）（2017） 
 
３）転職者の状況 
転職経験者は 24名おり、転職率は 48.0％、ほぼ半数が転職していた。そのうち転職 1回経験者は 20名、
転職 2回経験者は 4名であった。 






転職を 2 回経験した者 4 名は全員が栄養士職経験者であった（表 10）。退職理由は初職、2 度目の就業と
も労働条件、家庭の事情がおもな理由であった。雇用条件に一定の傾向はみられないが、2度目の就業では 4
名ともに非正規雇用ではあるものの、平均在籍期間が 30.5か月と、初職 10.3か月を大きく上回った。 
 
 
初 職 2度目の就業 退 職 理 由
栄養士職から栄養士職 n=15
正規雇用から正規雇用
1 医療機関 ⇒ 医療機関 希望する仕事内容の職場がみつかった
2 社会福祉施設 ⇒ 市町村 希望する地域で仕事がみつかった、家族の事情
3 学校 ⇒ 学校 希望する職種の仕事がみつかった
4 受託給食会社 ⇒ 医療機関 希望する地域で仕事がみつかった
5 ⇒ 医療機関 無回答
6 ⇒ 市町村 希望する地域・仕事内容の職場がみつかった
非正規雇用から正規雇用
7 医療機関 ⇒ 医療機関 希望する職種の仕事がみつかった
8 ⇒ 医療機関 希望する仕事内容の職場がみつかった、
仕事の内容が合わなかった、仕事で能力を発揮できなかった
9 学校 ⇒ 学校 希望する職種の仕事がみつかった、契約期間終了
10 ⇒ 学校 契約期間終了、その他
11 ⇒ 学校 無回答
12 受託給食会社 ⇒ 社会福祉施設 直営希望
正規雇用から非正規雇用
13 社会福祉施設 ⇒ 医療機関 希望する仕事内容・職種・希望する給料の仕事がみつかった
14 不明 ⇒ 不明 仕事の内容が合わなかった、仕事で能力を発揮できなかった
非正規雇用から非正規雇用
15 医療機関 ⇒ 医療機関 契約期間終了
栄養士職から他職種   n=1
正規雇用から非正規雇用
16 社会福祉施設 ⇒ 福祉 仕事の内容が合わなかった、仕事での能力不足を感じた、職場の人間
関係、結婚のため
他職種から栄養士職   n=3
正規雇用から正規雇用
17 福祉職 ⇒ 社会福祉施設 希望する職種の仕事がみつかった
18 調理職 ⇒ 医療機関 希望する地域で仕事がみつかった、結婚のため
非正規雇用から正規雇用
19 福祉職 ⇒ 医療機関 希望する職種の仕事がみつかった、給料が低すぎた
他職種から他職種 n=1
正規雇用から非正規雇用
20 サービス業 ⇒ サービス業 結婚・出産・育児のため
表9 転職1回経験者の状況
ケース

























就業状況 退職理由 就業状況 退職理由 就業状況
栄養士職 結婚のため 栄養士職 家族の事情 栄養士職
21 正規雇用 非正規雇用 正規雇用
医療機関 医療機関 医療機関
栄養士職 仕事での能力不足を感じた 栄養士職 給料が低すぎた 栄養士職
22 正規雇用 仕事で評価されなかった 非正規雇用 非正規雇用
医療機関 受託給食会社 その他
栄養士職 契約期間終了 栄養士職 正採用が決まったため 栄養士職
23 非正規雇用 非正規雇用 正規雇用
学校 学校 学校
栄養士職 給料が低すぎた 他職種 給料が低すぎた 栄養士職





平均在籍期間 初職10.3か月 2度目 30.5か月 3度目 7.3か月
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
やりがいを感じる 25 53.2 8 53.3 13 65.0 1 16.7 1 33.3 1 100.0 1 50.0
仕事を通してスキルアップしたい 23 48.9 8 53.3 11 55.0 2 33.3 2 66.6 0 0.0 1 50.0
人間関係が良い 18 38.3 8 53.3 7 35.0 1 16.7 1 33.3 0 0.0 1 50.0
知識や技術を生かすことができる 18 38.3 6 40.0 10 50.0 2 33.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0
組織に貢献したい 11 23.4 3 20.0 6 30.0 1 16.7 0 0.0 1 100.0 0 0.0
給料がよい 8 17.0 3 20.0 4 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0
仕事や組織に将来性がある 8 17.0 2 13.3 6 30.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
仕事内容があっている 5 10.6 1 6.7 3 15.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 0 0.0
その他 6 12.8 1 6.7 2 10.0 2 33.3 1 33.3 0 0.0 0 0.0






































今後取得したい免許・資格は、日本糖尿病療養指導士 11 名、臨床栄養師 6 名、管理栄養士 5 名、ケアマ
ネージャー5名、公認スポーツ栄養士 4名、健康運動指導士 3名、栄養教諭を含む教員免許状 3名のほか、
野菜ソムリエ、調理師、食生活指導士、食学士、保育士、危険物乙種四種、健康食品管理士、調理師、NST
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
できるだけ長く続けたい 19 40.4 4 26.7 12 60.0 1 16.7 1 33.3 0 0.0 1 50.0
とくに考えたことはない 10 21.3 3 20.0 3 15.0 2 33.3 0 0.0 1 100.0 1 50.0
次の仕事がみつかるまで 5 10.6 4 26.7 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0
できるだけ早くやめたい 3 6.4 2 13.3 1 5.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
その他 5 10.6 1 6.7 2 10.0 1 16.7 1 33.3 0 0.0 0 0.0

































































理 由 人数 ％
満足している 大学生活が楽しかった 43 79.6
30名 （55.6％） 仕事をするうえで役立っている 34 63.0
どちらかといえば満足している 社会生活に役立っている 26 48.1
17名 （31.5％） 家庭生活に役立っている 18 33.3
その他 5 9.3
どちらともいえない 大学生活が楽しくなかった 3 5.6
4名 （ 7.4％） 学んだことが役立っていない 2 3.7
どちらかといえば満足していない もっと専門的な知識を身に付けたかった 1 1.9
  2名 （ 3.7％） 大学生活が楽しくなかった 1 1.9
満足していない その他 1 1.9






































































































 初職が受託給食会社であった卒業生 54名中 10名であった。このうち初職継続は 5名ですべて正規雇用で
あり、新卒者 3名を除く 2名の在籍期間は 53か月と 29か月であった。転職した者 5名の受託給食会社の在
























































10）食品衛生管理者、食品衛生監視員任用資格は 2012年度入学生（2016年 3月卒業、7期生）から取得可能となった。 
11）前掲 7）67 
12）山田典子、横川亜希子、村松真澄、三上智子、内田雅子「大卒看護職の初期キャリアにおける就業満足感と離職願望」 
『札幌市立大学研究論文集』第 8巻第 1号、2014、24 
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